
 



 



 

④ 学びの姿勢について 

 

私はですね、いつでも『具体例』を思い浮かべ、 

まず自分の心で納得してから、生徒に説得力の 

ある説明ができるようにエピソードを用意するんです。 

 

それは英語に限りません。他の4科目でも同じです。ただ、それに留まると、 

面白いエピソードを話すだけの人間として記憶されてしまう。ですから、 

学術的な印象といいますか、要点を抽出するため、多少小難しい“規則の条文”や 

“公式”といった形で表現することもあります。 

 

いわゆる、『アナロジー思考における“具体化”と“抽象化”の作業を、頭の中で 

何度も繰り返して確信に変わるまで思考を続ける』ことで、独自の仮説の精度を 

高めていくことが習慣になっているのかもしれません。 

 

もちろん、すぐに調べて終わり、という手軽な手段もありますが、私は最初からは 

それをお勧めしません。『まず自分で仮説を立てなさい』と、いつも生徒に言って 

います。間違うことを恥ずかしいと思って口に出さないことが、本当は一番しては 

いけないことなのです。それは“逃げ”です。分からない自分はみっともないし、 

プライドも傷つくでしょう。だから『できません』『分かりません』という言葉を 

口にするのは、多くの生徒にとって勇気がいることです。ですから時には【自分の 

負けを認める事は尊い行い】だと思います。 

 

しかし、ここで注意が必要です。一見似ていますが違うこと…それは、 

【闘う前から逃げる】ことです。あるいは【闘う前に自分から白旗を揚げる】とも 

言えます。つまり、『どうせ自分なんかに出来るわけない』という態度は、潔いの 

ではなく、努力の放棄です。 

 

…かといって、何の手立てもなく、勝算が1ミリもないのに粘るのは【往生際が悪い】 

と言わねばなりません。この【正しく諦めることの見極め。どこまで自分で頑張るか、 

どこまで自信を持つか、どこから謙虚に未熟さや拙さを認めるか】…これは正直、 

私もこの歳になっても完璧とは言えません。それをまだ10代の若者がいきなりできる 

とは思わないほうがいいですが、この“呼吸”を会得するのは、本物の努力をした者 

だけなのかもしれませんね。 



 



 



 



 



 



 



 



 




